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●
高
市
政
権
は
、
従
来
の

「
原
発
依
存
低
減
」
方
針

か
ら
転
換
し
、
原
発
の
新

増
設
・
建
て
替
え
を
国
家

戦
略
と
し
て
推
進
す
る
姿

勢
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

問
題
点

福
島
事
故
後
の
教
訓
を

踏
ま
え
た
「
慎
重
路
線
」

か
ら
の
大
き
な
逸
脱
。
原

発
の
新
設
は
1
基
あ
た
り

1
〜
3
兆
円
規
模

と
さ

れ
、
財
政
負
担
が
極
め
て

大
き
い
。
世
界
的
に
は
原

発
建
設
コ
ス
ト
が
高
騰
し
、

遅
延
・
予
算
超
過
が
常
態

化
し
て
い
る

●
制
度
案
で
は
、
原
発
新

設
に
対
し
、
国
が
融
資
・

補
助
を
行
い
、
託
送
料
金

に
上
乗
せ
し
て
国
民
が
負

担
す
る
仕
組
み
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
題
点

実
質
的
に
「
原
発
の
た

め
の
国
民
負
担
」
を
制
度

化
。
英
国
の
同
様
制
度

（R
A
B

モ
デ
ル
）
で
は
、

一
般
家
庭
で
年
間
数
千
円

〜
数
万
円
の
負
担
増
が
発

生
。
日
本
で
も
同
様
の
構

造
に
な
る
可
能
性
が
高
い

と
専
門
家
が
指
摘

●
原
発
新
設
は
巨
額
の
公

的
資
金
を
必
要
と
す
る
た

め
、
財
政
の
硬
直
化

→

社
会
保
障
・
教
育
・
地
方

財
政
へ
の
し
わ
寄
せ
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
題
点

日
本
の
財
政
は
す
で
に

国
債
依
存
度
が
高
く
、
余

裕
が
な
い
。
高
齢
化
で
社

会
保
障
費
は
増
加
し
続
け

て
い
る
。
原
発
に
巨
額
投

資
を
行
う
こ
と
は
「
選
択

と
集
中
」
の
誤
り
と
指
摘

さ
れ
る

●
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
・

除
染
・
最
終
処
分
は
、
依

然
と
し
て
長
期
的
課
題
で

す
。

現
状除

染
土

１
４
５
万m

³

が
中
間
貯
蔵
施
設
に
保

管
。
最
終
処
分
地
は
未
定

（
２
０
３
５
年
ま
で
に
選

定
予
定
）
。
帰
還
困
難
区

域
が
依
然
と
し
て
残
る
。

デ
ブ
リ
取
り
出
し
の
見
通

し
は
不
透
明

問
題
点

「
事
故
処
理
が
終
わ
っ

て
い
な
い
の
に
新
設
を
進

め
る
の
か
」
と
い
う
根
本

的
疑
問
。
原
発
の
安
全
性

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が

回
復
し
て
い
な
い

●
原
発
新
設
を
推
進
す
る

た
め
、
規
制
の
運
用
が
緩

和
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
専
門
家
か

ら
出
て
い
ま
す
。

問
題
点

原
子
力
規
制
委
員
会
の

独
立
性
が
揺
ら
ぐ
可
能
性
。

「
安
全
よ
り
も
政
策
優
先
」

と
い
う
構
図
が
再
び
生
ま

れ
る
危
険
性
。
新
型
炉

（
次
世
代
炉
）
の
安
全
性

は
実
証
段
階
に
な
い

●
原
発
に
公
的
資
金
を
投

入
す
る
こ
と
で
、
市
場
原

理
が
歪
み
、
再
エ
ネ
の
普

及
を
阻
害
す
る
と
い
う
指

摘
が
あ
り
ま
す
。

問
題
点

原
発
は
「
市
場
で
成
立

し
な
い
か
ら
国
が
支
え
る
」

構
造
。
再
エ
ネ
は
コ
ス
ト

低
下
が
進
ん
で
お
り
、
国

際
的
に
は
主
流
。
日
本
だ

け
「
原
発
回
帰
」
す
る
こ

と
の
国
際
競
争
力
リ
ス
ク

全
体
策
分
析
と
し
て

高

市
政
権
の
原
発
政
策
は
、

財
政
負
担
の
増
大
・
国
民

負
担
の
増
加
・
福
祉
・
教

育
予
算
の
圧
迫
・
福
島
事

故
処
理
の
未
完
・
安
全
性

へ
の
懸
念
・
再
エ
ネ
普
及

の
阻
害
と
い
う
複
数
の
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。

政
策
と
し
て
は
「
原
発
を

国
家
的
に
保
護
し
、
再
エ

ネ
よ
り
優
遇
す
る
方
向
性
」

が
強
く
、
そ
の
影
響
は
国

民
生
活
・
財
政
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
に
長
期
的
な
影

響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

Ｎ
Ｏ

１
８
１

高
市
政
権
の
原
発
政
策
：
主
要
な
問
題
点

食べもの通信

酢は伝統的な発酵調味料で、昔から食品の保存や

消毒、味付けなどに重宝されてきました。しかし近

年では、市販の調合酢やドレッシングなどの利用が

増え本来の酢の魅力が生かされる機会が減ってきて

いるのではないでしょうか。一方で、伝統的技術を

受け継ぐ、優れた酢も販売されています。酢の健康

効果、調味効果などを紹介します。基本の調味料

「酢」を使いこなして食品添加物や血糖値を急上昇

させる果糖ブドウ糖液糖などを取らない暮らしにシ

フトしてみませんか。

本物の「酢」が持つうれしい調理効果

●食中毒を予防：大腸菌などの細菌を死滅させる●

減塩に役立つ：減塩でも味がおいしくまとまる●魚

や肉の骨を柔らかくする：酢で煮ると硬い骨も柔ら

かくなる●油っこさをやわらげる：油の粒子を細か

くし油っぽさを軽減●色を鮮やかにする：ショウガ、

ミョウガなどはピンク色に●ぬめりを取る：里芋、

山芋などのぬめりが取れる●青魚などの臭みを消す：

酢で煮る、洗うなどで生臭さを抑制

酢の５つの健康効果

● : 殻付きシジミや骨つき肉を煮る際に

酢を使うと、カルシウムの溶出量が大幅にアップし

ます。● : 黒酢濃縮液ががん細胞の増殖

を抑制し、免疫細胞（NK細胞）の活性を高める効果

が報告されています。● : 肥満気味の

人が1日大さじ1杯（約15ml）の酢を継続摂取したと

ころ、内臓脂肪、体重、腹囲、BMIが有意に低下し

ました。●血糖値上昇の抑制 : 大さじ1杯の酢を含む

飲料や酢の物を食事と一緒に摂ることで、血糖値の

急激な上昇が抑えられます。● : 血圧

が高めの人が1日大さじ1杯のお酢を継続摂取すると、

最高血圧が有意に低下することがわかっています。

酢の摂り方、使い方

● １日の摂取目安量: 1日に大さじ1〜2杯（15〜30ml）

が理想です。料理に使っても、飲用（5〜8倍に薄め

る）しても効果は変わりません。空腹時の摂取は胃

への刺激が強いため避けてください。

● : 酢酸の沸点は118度です。通常の

煮込み料理などの温度では揮発・消失しないため、

加熱しても栄養成分は変わりません。

1９１

お知らせ

「２０２６労働争議の仲間激励・サマービアパ－ティー」のご案内

日頃のご活躍に敬意を表します。

下記の通りサマービアパ－ティーが開かれます。

企画として、うたごえや抽選会もあります。お気軽にご参加下さい。

記

日時 ８月７日（金） 午後６時３０分から

会場 岩手県公会堂 ２６号

参加費 １，５００円 「組合補助」



北
海
道
・
根
室
を
走
る

ロ
ー
カ
ル
線
「
花
咲
線
」
。

盛
岡
か
ら
約
12
時
間
、
最

東
端
の
地
へ
向
か
う
車
内

で
は
、
一
両
編
成
の
列
車

が
ゆ
っ
く
り
と
大
地
を
進

む
。
線
路
脇
に
は
木
製
の

電
柱
が
続
き
、
宮
沢
賢
治

の『
月
夜
の
で
ん
し
ん
ば
し

ら
』
を
思
わ
せ
る
風
景
が

広
が
る
。
窓
辺
に
は
ワ
ン

カ
ッ
プ
や
缶
ビ
ー
ル
を
置

け
る
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
揺
れ
に
身
を
任
せ

る
と
、
時
間
が
少
し
だ
け

後
ろ
へ
流
れ
始
め
た
よ
う

な
感
覚
に
な
る
。

花
咲
線
は
“
動
く
自
然

図
鑑
”
と
も
言
え
る
。
車

窓
に
は
穏
や
か
な
海
、
放

牧
さ
れ
た
馬
や
鹿
、
線
路

を
横
切
る
熊
の
姿
が
現

れ
る
。
空
に
は
鶴
や
鴨
が

舞
い
、
北
海
道
の
大
地
が

惜
し
み
な
く
そ
の
姿
を
見

せ
て
く
れ
る
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
は
、

訪
れ
た
人
に
自
然
と
時

間
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ

て
い
る
。

須
藤
清
成

継
続
審
査
で
な
く
廃
案
に

高
市
政
権
と
自
民
・
維
新
が
強

行
し
よ
う
と
し
た
、
衆
議
院
比
例

定
数
45
削
減
法
案
。
全
野
党
が
結

束
し
て
抗
議
し
、
今
国
会
で
の
成

立
断
念
に
追
い
込
み
ま
し
た
。
自

民
・
維
新
は
秋
の
臨
時
国
会
で
成

立
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
が
、

継
続
審
査
で
は
な
く
、
廃
案
に
す

べ
き
で
す
。

比
例
削
減
は
国
民
の
民
意
の
切
り

捨
て今

の
衆
議
院
の
定
数
は
小
選
挙

区
が
２
８
９
、
比
例
代
表
が
１
７

６
で
合
計
４
６
５
名
。

比
較
第
一
党
が
圧
倒
的
に
有
利

と
な
る
小
選
挙
区
制
に
対
し
て
、

比
例
代
表
は
、
各
政
党
へ
の
投
票

に
応
じ
て
議
席
が
配
分
さ
れ
、
民

意
が
議
席
に
反
映
さ
れ
る
制
度
で

す
。
「
比
例
45
削
減
」
は
、
そ
の

民
意
を
切
り
捨
て
る
制
度
改
悪
で

す
。

３
割
台
の
得
票
で
８
割
の
議
席
に

も
先
の
総
選
挙
で
は
、
自
民
党
は

比
例
得
票
で
37
％
で
し
た
が
、
獲

得
し
た
議
席
は
全
議
席
の
68
％
。

比
例
を
45
削
減
す
る
と
８
割
に
届

き
ま
す
。

一
方
、
野
党
各
党
は
、
議
席
の

多
く
を
比
例
代
表
で
獲
得
し
て
お

り
、
比
例
削
減
は
野
党
に
圧
倒
的

に
不
利
と
な
り
、
議
席
は
大
幅
に

減
り
ま
す
。

独
裁
国
家
へ
の
道
、
戦
争
す
る
国

造
り
へ
の
道
ス
ト
ッ
プ
！

広
範
な
国
民
の
民
意
が
反
映
さ

れ
て
こ
そ
の
国
会
で
す
。
民
意
を

切
り
捨
て
、
野
党
を
国
会
か
ら
締

め
出
す
。
そ
の
先
に
あ
る
の
は
、

国
民
の
声
が
届
か
な
い
独
裁
国
家

へ
の
道
で
す
。

民
主
主
義
守
れ
の
声
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

第２０３（P2） 建交労鉄道岩手地本新聞 202６年 ７月1６日

７
年
前
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
ム
ー
ミ
ン
展
に
行
っ
て

き
た
。
そ
の
時
は
ボ
ケ
ー
と

見
て
グ
ッ
ズ
（
写
真
）
を
買
っ

て
き
た
。

先
日
、
テ
レ
ビ
を
見
て
ぼ

ん
く
ら
頭
が
た
た
か
れ
た
。

そ
の
番
組
「
こ
こ
ろ
の
時
代
」

は
ム
ー
ミ
ン
と
作
者
ト
ー
ベ

さ
ん
を
と
り
あ
げ

て
い
た
。
彼
女
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

暮
ら
す
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
で

あ
り
な
が
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

語
を
話
す
人
だ
っ
た
。
女
性

と
恋
に
落
ち
た
同
性
愛
者
だ
っ

た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
ソ
ビ

エ
ト
が
侵
攻
し
た
時
、
雑
誌

に
戦
争
批
判
の
風
刺
画
を
描

く
な
ど
平
和
を
望
む
人
だ
っ

た
。
彼
女
が
生
き
て
い
た
時

代
か
ら
す
れ
ば
彼
女
は
異
端

で
あ
り
マ
イ
ノ
ノ
リ
テ
ィ
な

存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
女

は

当

時
の

風

潮
に

抗

い
、

「
同
一
化
」
に
Ｎ
Ｏ
!
を
突

き
つ
け
た
。

ム
ー
ミ
ン
谷
は
ど
ん
な
も

の
も
排
除
せ
ず
受
け
入
れ
る
。

だ
か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
っ

て
良
い
。
誰
も
が
、
誰
に
も

束
縛
さ
れ
ず
、
自
由
に
暮
ら

せ
る
安
心
で
き
る
と
こ
ろ
。

こ
れ
が
、
彼
女
が
ム
ー
ミ
ン

谷
に
込
め
た
願
い
で
あ
り
思

い
だ
っ
た
。

我
が
家
の
近
く
に
あ
る
ム
ー

ミ
ン
谷
（
秋
田
駒
）
も
遠
く

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
２
０

１
５
年
７
月
を
最
後
に
ご
無

沙
汰
だ
。
排
他
的
な
叫
び
声

が
大
き
く
な
り
、
き
な
臭
さ

も
増
し
て
き
た
昨
今
。
晴
れ

間
を
み
て
訪
れ
て
み
た
い
。

い
ろ
ん
な
花
、
そ
し
て
チ
ン

グ
ル
マ
咲
き
乱
れ
る
ム
ー
ミ

ン
谷
、
ト
ー
ベ
ン
さ
ん
の
思

い
を
胸
に
い
だ
い
て
。

☆
岩
手
県
立
美
術
館
は
今
年

12
月
か
ら
２
か
月
間
、
ト
ー

ベ
と
ム
ー
ミ
ン
展
を
企

画
。
会
の
み
な
さ
ん
、

山
と
と
も
に
こ
ち
ら
の

ム
ー
ミ
ン
も
訪
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

ム
ー
ミ
ン
谷

米
の
備
蓄
に
政
府
は
責
任
を
持
て

米
の
相
対
取
引
価
格
が
2
ヶ
月
ぶ
り
に
下
が
っ

た
。

こ
れ
はJ

A

な
ど
の
集
荷
業
者
と
卸
売
業
者
と
の

取
引
価
格

当
然
農
家
の
販
売
価
格
に
跳
ね
返

る
。

価
格
が
下
が
れ
ば
農
家
の
不
安
は
増
し
生
産
意

欲
は
下
が
る

コ
メ
を
作
ら
な
く
な
る
農
家
も

増
え
る
。

一
昨
年
の
コ
メ
不
足
で
放
出
し
た
政
府
備
蓄
米

は
買
い
戻
さ
ず
政
府
備
蓄
は
空
っ
ぽ
の
ま
ま
。

今
年
四
月
の
政
府
備
蓄
米
は
96
万
ト
ン
、
十
月

は
29
・
５
万
ト
ン

民
間
備
蓄
用
の
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
は
ど
ち
ら
も
77
万
ト
ン
だ
が
米
国

産
の
割
合
が
75%
増
加
。

政
府
は
政
府
備
蓄
米
を
減
ら
しM

A

米
な
ど
の
輸

入
米
を
備
蓄
に
充
て
る
方
針
だ
。

食
料
自
給
率
向
上
に
対
す
る
真
逆
の
方
針
。

コ
メ
の
輸
入
依
存
は
万
一
の
時
の
備
え
に
逆
行
。

政
府
は
国
内
生
産
確
保
の
た
め
に
農
家
の
生
産

経
費
を
保
証
す
べ
き
だ
。

物価高騰で苦しむ社員の生活を顧みない低額回答「１．８０箇月」

ＪＲ貨物・２０２６年夏季一時金回答

回 答】

１．支払月数 基準内賃金の １．８０箇月分

２．支払日 ７月７日（火）とする

３．その他 支給額には、ライフプラン支援金を含む

【平均支給額等】

社員数 ５，７０７人

平均年齢・勤続 ３８．３歳 １７．１年

基準内賃金・平均支給額 ２９３，９１６円 ５２９，０４９円

（昨年 ２８９，４６８円 ５００，７６２円）

※支給区分ごとの平均額 ①基本給 ２６６，０６７円

②都市手当 １２，９００円

③職務手当 ６５，０４２円
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